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20周年事業協賛金� （2/21〜3/20）

三報社印刷㈱� 20,000円
スターツ出版㈱� 40,000円
㈱ゼロナビ� 200,000円
日本製薬工業協会� 100,000円
㈱鈴廣蒲鉾本店� 20,000円
江上義紀� 6,000円
永島ふさ子� 6,000円
森脇嘉三� 3,000円
須藤勝巳� 3,000円

吉内一夫� 3,000円
東井朝仁� 12,000円
山口明大� 30,000円
匿名� 9,000円
池井 元� 3,000円
浦田みゆき� 3,000円
竹田幸子� 3,000円
匿名� 3,000円
� （敬称略）

　

2
0
0
0
年
５
月
１
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
格
取
得
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
。

こ
の
度
、
私
ど
も
全
国
協
議
会
は
、

国
税
庁
長
官
か
ら
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
し
て
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
有
効
期
間
は
認
証
日
で

あ
る
４
月
16
日
よ
り
５
年
間
で
、
こ

の
期
間
は
税
制
上
の
特
例
措
置
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
当
初
よ
り
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
勘
案
し
て
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
協
議
会
の
将
来
を
見
据
え
て

２
０
０
８
年
か
ら
本
格
的
な
準
備
に

と
り
か
っ
た
こ
と
は
、
加
盟
団
体
の

皆
様
に
は
昨
年
５
月
の
通
常
総
会
で

お
伝
え
し
た
通
り
で
す
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
時

と
同
じ
よ
う
に
、
申
請
取
り
下
げ
を

一
度
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
を
経
て

の
再
申
請
で
、
よ
う
や
く
こ
の
度
の

認
証
と
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
取
得
に
よ

り
、
個
人
や
法
人
か
ら
、
ま
た
、
相

続
財
産
等
に
よ
る
全
国
協
議
会
へ
の

寄
附
金
は
税
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
寄
附
の

お
願
い
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
健
全
な
組
織
運
営
、

地
道
な
活
動
の
実
績
、
そ
し
て
事
業

全
体
の
公
益
性
を
認
め
ら
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
社

会
的
責
任
が
重
く
な
る
と
共
に
、
以

前
に
も
増
し
て
厳
密
な
会
計
処
理
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

設
立
20
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

に
、
再
び
大
き
な
階
段
を
一
段
上
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
造
血
細
胞
移
植
医
療
の
発
展
と

全
て
の
患
者
の
救
命
、
そ
し
て
ド

ナ
ー
の
安
全
を
願
っ
て
様
々
な
支
援

活
動
に
よ
り
一
層
邁
進
致
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
全
国
の
皆
様
の
ご
支

援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

保
険
適
応
の
承
認
に
よ
っ
て
、
よ

り
安
全
か
つ
救
命
率
の
高
い
治
療
法

が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
不
安
を
抱
え
て

す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
移
植
時
合
併
症
を
経
験
さ

れ
た
患
者
さ
ん
、
辛
い
体
験
を
共
有

さ
れ
て
い
る
患
者
会
の
皆
さ
ん
か
ら

　

１
日
目
の
記
念
大
会
は
映
画
上
映
、

講
演
会
、
式
典
の
３
コ
ー
ナ
ー
に
な

り
ま
す
。
映
画
「
風
の
か
た
ち
―小

児
が
ん
と
仲
間
た
ち
の
10
年
―」
は

聖
路
加
病
院
の
細
谷
亮
太
先
生
を
中

心
に
小
児
が
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
し
た「
ス
マ
ー
ト
ム
ン
ス
ト
ン
」

と
い
う
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
を
10
年
を

か
け
て
撮
り
続
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。
講
演
会
＆
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
患
者
さ
ん
を
支
え
る
お

立
場
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
日
目
午
後
に
は
、
全
国
リ
レ
ー

開
催
の
先
陣
を
き
る
医
療
講
演
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
血
液
疾
患
の
患
者

さ
ん
の
た
め
の
最
新
医
療
情
報
の
ほ

か
、
一
般
向
け
に
、
い
ま
話
題
の
口

腔
ケ
ア
の
講
座
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
両
日
と
も
、
屋
外
で
は
物
産

展
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
遊
ぼ
う
！
な
ど

の
企
画
も
盛
り
沢
山
で
す
。
皆
様
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
く
の
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
（
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
）
は
こ
れ
ま
で
血

縁
者
間
限
定
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
骨
髄
移
植
推
進
財
団
は
22
年
度

の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
非
血
縁

者
間
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
目
指
す

と
い
う
方
針
の
も
と
、
昨
年
７
月
に

「
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
委
員
会
」

を
設
置
し
、
導
入
に
向
け
た
課
題
の

検
討
・
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
月
28
日
の
会
合
で
は
中
間
答
申
案

が
議
論
さ
れ
、
修
正
・
最
終
確
認
を

経
て
３
月
末
に
は
答
申
が
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
間
答
申
は
、
患
者
基
準
、
Ｇ
−

Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
末
梢
血
幹
細
胞
動
員
剤
）

の
投
与
な
ど
、
11
項
目
に
つ
い
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合

上
全
て
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
い

く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

⑴
患
者
・
ド
ナ
ー
の
基
準

　

患
者
・
ド
ナ
ー
の
基
準
は
基
本
的

に
骨
髄
移
植
と
同
様
。
た
だ
し
骨
髄

移
植
成
績
の
向
上
を
願
い
要
望

合
併
症
治
療
薬
の
早
期
保
険
適
応
を

　

現
在
、
非
血
縁
者
間
で
の
骨
髄
移

植
お
よ
び
さ
い
帯
血
移
植
は
、
合
計

で
年
間
約
２
０
０
０
件
行
わ
れ
て
お

り
、
血
液
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
完
治
を
望
め
る
有
力
な
治
療

法
と
し
て
、
そ
の
期
待
は
極
め
て
大

き
い
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
移
植
後
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
や

感
染
症
な
ど
の
合
併
症
に
よ
る
死
亡

も
多
く
、
完
治
へ
の
希
望
と
共
に
、

死
に
対
す
る
不
安
も
同
時
に
抱
え
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
ら
合
併

症
に
対
す
る
効
果
が
大
い
に
期
待
さ

れ
、
既
に
海
外
で
は
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
薬
剤
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
、

わ
が
国
で
は
未
承
認
か
、
保
険
の
適

用
が
有
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
全
国
協
議
会
で
は
、
本
年

始
ま
っ
た
「
医
療
上
の
必
要
性
が
高

い
未
承
認
薬
・
適
応
外
薬
検
討
会
議
」

で
の
迅
速
な
対
応
を
願
っ
て
、
厚
生

労
働
大
臣
宛
て
に
、
こ
れ
ら
薬
剤
の

速
や
か
な
保
険
適
応
承
認
を
要
望
す
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造血幹細胞移植における合併症を減少させ、移植後生存率の大幅な向上を 
実現するための、未承認薬・適応外薬の早期保険適応について（要望） 

 
 同種造血幹細胞移植は、血液疾患の有力な治療法として広く適用されており、わが国でも非血縁者間

骨髄移植および臍帯血移植を合わせて約 2000 件ほどが、毎年実施されております。 
血液疾患の患者さんにとって、完治が望めるこの治療法に対する期待は極めて大きなものがあります。

一方では、移植片対宿主病（GVHD）、感染症などの合併症による死亡率もかなり高く、移植に際しては、

期待と共に死に対する恐怖を抱えているのが現状です。 
移植を受ける患者さん、不安を抱えて移植を躊躇している患者さんともに、より安全な、高い確率で

完治できる移植法の早期確立を強く望んでおります。 
移植における生存率の向上において、GVHD および感染症は、克服されるべき重要な課題です。しか

し、これらの合併症に効果があると期待され、既に海外では標準治療として広く用いられている薬剤の

うちのいくつかが、わが国では造血幹細胞移植分野での保険適応が無いか、未承認のままです。   
これらの薬剤について、本邦における至適用法や用量、安全性や有効性に関する研究報告が、平成 21

年度厚生労働科学研究・がん臨床研究事業｢治療関連合併症を減少させて同種造血幹細胞移植後の生存率

の向上を目指す標準的治療法の開発研究｣班（代表者 福田隆浩先生／国立がんセンター中央病院）など

によってまとめられ、公表されております。 
これらの結果から、当該薬剤への期待は大きく、移植に伴う合併症死亡は大幅に改善される可能性が

示唆されていると考えます。 
本要望の保険適応承認によって、苦しい移植治療に立ち向かっている患者さん、犠牲を払って骨髄を

提供されるドナーさん、日夜、移植成績向上を願って研鑽を積まれている医療従事者の皆さんなどが報

われる、より安全な治療法が、全国一律に標準的治療として受けられる日が一日も早く招来し、移植後

の生存率の大幅な向上が実現することを願って、下記事項を要望いたします。 
 
 

記 
 

日本造血細胞移植学会より厚生労働省「医療上の必要性の高い未承認薬、適応外薬検討

会議」に申請のあった下記の薬剤に対して、速やかに保険適応を承認してください。 
 

１．代謝、その他ＷＧ／その他分野／適応外薬 
  �����ー�������（MM�） （効能：GVHD の抑制） 
 
２．抗菌・抗炎症ＷＧ／抗菌薬分野／適応外薬 
  �������ナ����（�C�）  （効能：CMV 血症および CMV 感染症の治療） 
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〒160－0005 東京都新宿区愛住町 23－1 Woody21－9F 
TEL：03－3356－8217  FAX：03－3356－8637 
e-mail：office@marrow.or.jp  http://www.marrow.or.jp 

移
植
を
躊
躇
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
患
者
さ
ん
に
も
大
き
な
希
望
と
な

る
は
ず
で
す
。
合
併
症
克
服
の
た
め

に
、
一
日
も
早
く
保
険
適
応
が
実
現

も
お
声
を
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

早
期
実
現
の
可
能
性
は
さ
ら
に
高
ま

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
、

同
様
趣
旨
の
要
望
書
送
付
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
協
議
会
設
立
20
周
年
事
業

初
夏
の
東
京
に
集
合
！
６
月
５
日
に
記
念
大
会

●全国協議会設立20周年記念大会
� 日時：６月５日（土）午後12時30分〜
・映画上映「風のかたち」（伊勢真一監督）　12時30分〜
・講演会＆シンポジウム　14時30分〜　
・記念式典　17時〜
・懇親会　18時〜

●全国協議会通常総会	 日時：６月６日（日）午前９時〜

●全国リレー医療講演会	 日時：６月６日（日）午後１時〜

《第１会場》	 １．白血病と言われたら
	 ２．増えている高齢者白血病の治療
《第２会場》	 １．移植における合併症の減少による移植成績の向上
	 ２．移植後ＱＯＬの向上
	 ３．最新の卵子採取、凍結保存法
《第３会場》	 １．口腔ケアーで感染症対策
	 ２．治療中、治療後のリハビリ
	 ３．病院内移植コーディネーターの現場から

会場（６月５、６日両日）

東京有明医療大学（東京都江東区）

財
団
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
が
中
間
答
申

10
月
か
ら
限
定
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
開
始

採
取
で
は
不
可
の
整
形
外
科
関
連
疾

患
も
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
で
は
可
能
と
な
り
、

一
方
で
Ｇ
−Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
ア
レ
ル
ギ
ー

等
は
除
外
す
る
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
は
当
面
フ

ル
マ
ッ
チ
を
条
件
と
す
る
。

⑵
Ｇ
―Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
投
与

　

Ｇ
−Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
投
与
は
導
入
当
初

は
財
団
の
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
採
取
認
定
施
設

に
限
定
。
３
〜
４
日
投
与
し
、
４
〜

５
日
目
の
午
前
中
に
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
採

取
す
る
。
投
与
を
入
院
で
行
う
か
外

来
で
行
う
か
は
施
設
の
判
断
と
し
、

将
来
的
に
は
外
来
を
原
則
と
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

⑶
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
採
取

　

採
取
は
原
則
と
し
て
１
泊
２
日
の

入
院
で
行
う
が
、
採
取
細
胞
量
が
少

な
か
っ
た
場
合
は
再
度
翌
日
Ｇ
−Ｃ

Ｓ
Ｆ
を
投
与
し
再
採
取
を
行
う
。
Ｐ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
採
取
が
で
き
な
い
場
合
の

骨
髄
採
取
へ
の
切
り
替
え
は
不
可
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
提
供
回
数
は
、
導
入

当
初
は
Ｇ
−Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
長
期
的
な
安

全
の
観
点
か
ら
１
回
の
み
と
す
る
。

骨
髄
・
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン

全
体
は
合
計
２
回
ま
で
と
す
る
。
同

じ
ド
ナ
ー
と
患
者
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
セ
カ
ン
ド
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
不

可
。
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
提
供
後
の
Ｄ
Ｌ
Ｉ
は

可
能
と
す
る
。

⑷
凍
結
の
可
否

　

採
取
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
凍
結
は
、

結
果
的
に
使
用
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
原
則
不
可
と
す
る
が
、

患
者
・
ド
ナ
ー
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
一

定
の
条
件
下
で
や
む
を
得
な
い
と
判

断
で
き
る
場
合
は
凍
結
を
認
め
る
。

⑸
提
供
ソ
ー
ス
の
選
択
・
決
定

　

ド
ナ
ー
登
録
時
に
は
、
ド
ナ
ー
は

提
供
ソ
ー
ス
の
希
望
は
選
択
し
な

い
。
患
者
登
録
時
に
は
患
者
は
要
望

を
登
録
す
る
。
確
認
検
査
面
談
の
際

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
骨
髄
・
Ｐ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
提
供
の
両
方
を
説
明
し
、
ド

ナ
ー
の
選
択
を
伺
う
。
こ
の
際
、
一

律
に
患
者
の
要
望
は
伝
え
な
い
が
、

患
者
の
要
望
を
聞
き
た
い
と
い
う
ド

ナ
ー
の
要
望
が
あ
れ
ば
伝
え
る
。
患

者
側
は
ド
ナ
ー
の
選
択
及
び
適
格
性

を
踏
ま
え
て
ド
ナ
ー
を
選
定
す
る
。

⑹
家
族
同
意
の
必
要
性

　

全
身
麻
酔
下
で
行
う
骨
髄
採
取
と

比
較
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
採
取
の
有
害
事

象
頻
度
は
同
等
と
さ
れ
て
お
り
、
一

方
の
手
続
き
を
簡
略
化
す
べ
き
で
は

な
い
と
の
観
点
か
ら
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
採

取
に
お
け
る
家
族
同
意
は
骨
髄
採
取

と
同
様
の
手
続
き
を
踏
襲
す
る
。
な

お
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
基
本
問
題
と
し

て
家
族
の
同
意
を
ど
う
す
る
か
は
今

後
と
も
検
討
し
て
い
く
。

　

中
間
答
申
が
出
さ
れ
た
後
、「
Ｐ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
委
員
会
」
に
お

い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
基
準
や
運
用

案
が
審
議
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
財
団
は
、
平
成
22
年
度
の
国

庫
補
助
金
で
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
の
費
用
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
作

業
で
限
定
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
う
こ
と
で
、
今
年
10
月
か
ら
非
血

縁
者
間
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
を
開
始
し
た
い

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
限
定
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
患
者
が
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ

移
植
認
定
施
設
で
移
植
予
定
で
あ
る

こ
と
、
ド
ナ
ー
は
Ｈ
Ｌ
Ａ
フ
ル
マ
ッ

チ
、
ド
ナ
ー
と
患
者
が
同
一
施
設
で

は
な
い
こ
と
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
採
取
施
設

ま
で
通
院
が
可
能
な
こ
と
、
さ
ら
に

骨
髄
提
供
経
験
者
で
あ
る
こ
と
を
条

件
と
し
、
財
団
の
試
算
で
は
対
象
ド

ナ
ー
が
年
間
約
25
人
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
採

取
件
数
は
１
〜
２
件
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

　

非
血
縁
者
間
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

に
よ
り
、
患
者
に
と
っ
て
も
ド
ナ
ー

に
と
っ
て
も
選
択
の
幅
が
広
が
る
こ

と
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
Ｐ
Ｂ
Ｓ

Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
委
員
会
」で
も
、様
々

な
課
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
観
点

か
ら
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
お
り
、

基
準
等
の
細
部
の
検
討
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
導
入
後
も
実
際
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
や
採
取
が
行
わ
れ
る
中
で
、

さ
ら
に
解
決
す
べ
き
課
題
が
出
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
展

開
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
意
見

を
表
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

この他にも様々な企画を計画中です。多くの企画が実

現できるように、協賛も募っております。

●協賛金振込先

　名義人：特定非営利活動法人

　　　　　全国骨髄バンク推進連絡協議会

　郵便振替口座：００１５０- ４- １５７５４

　ゆうちょ銀行　〇一九店　当座　００１５７５４

備考欄等に「20周年協賛金」と書いていただけると

助かります。ご協力のほど、どうぞよろしくお願いい

たします。

N
P
O
法
人
か
ら
認
定
N
P
O
法
人
へ
‼
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骨髄バンクの最新情報をお知らせする�───────────────────────────────────────── 骨髄バンク NOW
●非血縁者間PBSCT導入に関する報告
　本年1月の常任理事会において、最小限のシステ
ム改修を行って平成23年1月頃からPBSCTコーディ
ネートを限定的に開始することとされました。その後、
非血縁者間PBSCTを実施するために必要な診療報酬
が認められることが見込まれたため、平成22年度の
できるだけ早い時期に導入を図れるように最大限の努
力をすべきであること、全工程手作業で実施し、その
評価の上にシステムを導入する方がより確実な導入と
なること等をふまえ、2月の常任理事会において、本
年10月頃から、さらに限定的に小規模で開始するこ
ととされました。また、PBSCTに関わるコーディネー
トは、未確定要素が多いこと、業務がシステムではな
く手作業で行われることから、当面、一箇所に集約（中
央にPBSCT担当事務局を設置）して実施することと
されました。

●骨髄液の凍結に関する今後の対応方針について（継続
課題）

　マンスリー JMDP1月号で、骨髄液の凍結に関して
今後の対応方針をご報告いたしましたが、3月6日にド

ナー安全委員会と医療委員会との合同会議を開催し、
その中で、過去事例を検証しながら、今後どのような
場合に凍結を認めるのが適当かについて審議されまし
た。凍結の妥当性は厳しく審査されなくてはならない
とする意見の一方、主治医が必要と判断し、ドナーの
方も了解しているのであれば認めてもよいのではない
かとする意見も出され、意見は割れました。以下をは
じめ、種々の議論がなされました。
◦移植延期の希望に対しては、可能な限り日程を調整
するが、緊急避難的に凍結する場合には、その基準
を明確にし、廃棄されないことを目指すべきではな
いか。
◦ドナー自身が廃棄の可能性を了解して承諾すれば、
ドナーの提供したい気持ちに応えるという観点で凍
結してもよいという考え方もあるのではないか。
◦凍結の妥当性を判断するための体制を見直し、審査
基準を策定すべきではないか。
◦凍結によってより多くの患者さんが救われることも
重要ではないか。
◦今後の議論は前処置開始前後を問わず検討すべきで
はないか。

　今後、凍結に関する事案については、以下の観点で
引続き検討し、できるだけ早期に体制を整備したいと
考えております。
⒈患者さんにとって最善の時期に移植が可能となるよ
うにするという観点から、凍結の可否をどのように
考えるべきか

⒉ドナーの方の善意でいただいた骨髄液が、できる限
り無駄にならないような条件

⒊ドナーの方の安全面を考慮した対応、ならびに倫理
的配慮としてドナーの方への説明とその同意のあり
方について

⒋凍結の安全性を確保するために施設に求められる条

件

　骨髄バンクの使命（患者さんにとってできるだけ望
ましい時期に移植が可能になること、ドナーの方に
とって可能な限り無理のない形で骨髄提供ができるこ
と）に則り、凍結のあり方について検討してまいりた
いと思います。
　なお、今回の審議は、個別の患者さんの病状の経過
など詳細情報を含んでいたため非公開としましたが、
今後は基準策定等になりますので、公開審議とする予
定です。

《財団マンスリー JMDP（3月15日発行）より抜粋》

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
場
で
啓
発

「
津
波
で
中
止
」か
ら
学
ぶ

宮城

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年1月末現在）
	 1月	 2月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 2,708	 2,297	 356,081	 456,896
患者登録者数	 232	 173	 2,551	 29,628
骨髄移植例数	 87	 87	 −	 11,459
20歳未満ドナー登録者	 −	 188	 11,730*1	 −
51歳以上ドナー	 265*2	 67*3	 17,723*4	 −

■2月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 672人、献血併行型集団登録会／ 1,554人、集団登録会／ 19人、
その他／ 52人

　

２
月
26
日　

学
校
法
人
上
宮
学
園

上
宮
高
等
学
校
（
大
阪
市
）
よ
り
３

回
目
と
な
る
、
デ
ル
タ
航
空
ス
カ
イ

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
マ

イ
ル
を
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
贈
呈

式
に
は
デ
ル
タ
航
空
高
橋
雅
治
広
報

部
長
・
J
T
B
西
日
本
の
金
森
健
治

営
業
課
長
・
溝
端
泰
生
営
業
課
長
代

理
と
共
に
当
協
議
会
中
野
理
事
長
が

訪
問
し
、
感
謝
状
を
贈
り
骨
髄
バ
ン

ク
へ
の
よ
り
一
層
の
協
力
を
お
願
い

し
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
建
造
物
や
教
室
内
か
ら

そ
の
伝
統
、
風
格
を
感
じ
取
る
こ
と

が
出
来
る
、
大
阪
私
学
の
中
で
も
古

き
歴
史
を
誇
る
学
校
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
パ
ワ
ー
コ
ー
ス
の
生
徒
さ
ん

が
楽
し
み
に
し
、
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
た
修
学
旅
行
は
ア
メ
リ

カ
東
海
岸
へ
の
旅
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
の
交
流
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
、
各
地
名
称
巡
り
、
自
信
が
つ

い
た
自
己
紹
介
の
ス
ピ
ー
チ
や
詰
襟

の
制
服
が
現
地
で
話
題
に
な
っ
た
記

念
写
真
な
ど
、
多
く
の
思
い
出
と
共

に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
イ
ル
が
骨
髄

バ
ン
ク
支
援
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と

も
重
ね
て
記
念
に
残
し
た
い
と
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
奈
良
県
天
理
市
川
原

城
会
館
に
て
近
畿
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
場
準
備
等
を
お
世
話
頂
い
た
な
ら

骨
髄
バ
ン
ク
の
会
を
始
め
近
畿
地
区

の
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
全
国
協
議

会
か
ら
宮
崎
在
住
の
中
村
理
事
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
12
名
で

「
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ

れ
か
ら
」
を
熱
く
議
論
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
京
都
女
子
短
期
大

学
・
片
岡
基
明
氏
の
講
演
で
す
。
同

僚
を
白
血
病
で
亡
く
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
学
生
を
巻
き
込
ん
で

の
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
お
よ
び
「
い
の

ち
の
授
業
」
を
始
め
た
経
緯
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
近
畿
地
区
は
一
致
団

結
し
て
よ
り
良
い
活
動
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
畿
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
森
脇
）

　

２
月
27
日
、
生
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ

量
日
本
一
を
誇
る
塩
釜
市
で
「
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
０
in

宮
城
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
大
目
的
で
す
が
、
そ
れ
を
通

じ
て
「
命
の
大
切
さ
や
尊
さ
」
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
主
催
者
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
思
い
か
ら
、

私
た
ち
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
当
日
は
、
宮
城
県
内
の
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
約
1
0
0
0
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
９
時
半
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
…
…
が
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
チ
リ
地
震
津
波
の
影
響
で

11
時
に
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
全

員
に
命
の
ア
サ
ガ
オ
の
種
と
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
こ
と
が
で

き
、
主
催
者
か
ら
も
そ
の
紹
介
を
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
参
加
者

に
と
っ
て
は
津
波
の
一
件
と
と
も
に

「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
を
考
え
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
て
く
れ
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
毎
年
全
国
各
地
を
回
っ
て
開
催
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
今
回
の

取
り
組
み
を
機
に
全
国
展
開
に
繋
が

れ
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

�

（
四
方
田
）

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されること
があります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの延長数　*3）
51歳以上ドナーの新規登録数　*4）17年9月〜

　　　    2月21日〜3月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション	 現金� 10,000円
エグゼキューブ㈱	 現金� 2,100円
岡崎市立甲山中学校	 現金� 100,000円
学校法人花田学園	 現金� 200,000円
久喜市立久喜南中学校PTA	現金� 5,920円
岡崎市立細川小学校2年1組	現金� 1,994円
埼玉骨髄バンク推進連絡会（チャリティコン
サート収益）	 現金� 40,000円
山田康博	 現金� 9,880円
鈴木純子	 現金� 1,340円
飯島孝枝	 現金� 2,240円
出井俊哉	 現金� 3,000円
トリイ ハルヒコ	 現金� 10,000円
日野淳一	 現金� 5,000円
野口 治	 現金� 3,000円
匿名	 現金� 1,000円
桃崎祐輔	 現金� 500,000円
匿名	 現金� 100,000円
●白血病患者支援基金
ファミリーマートFC池上駅北口店
	 現金� 1,262円
㈱洋伸	 現金� 6,907円
●佐藤きち子患者支援基金
梅原 保	 現金� 20,000円
樋口勇一	 現金� 8,000円
釧路骨髄バンク推進協会　募金箱
	 現金� 8,090円
千葉骨髄バンク推進連絡会	 現金� 250,000円
匿名	 現金� 30,000円
匿名	 現金� 3,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

上
宮
高
等
学
校
か
ら
マ
イ
レ
ー
ジ
の
寄
贈

古
都
奈
良
で
、

未
来
を
見
つ
め
熱
く
議
論

近畿

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
報
告

　

ま
ず
始
め
に
各
地
団
体
か
ら
近
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
じ
近
畿

地
区
で
も
府
県
を
ま
た
げ
ば
、
献
血

並
行
型
登
録
会
の
や
り
方
ひ
と
つ
を

と
っ
て
見
て
も
随
分
違
う
も
の
で
、

ど
う
し
た
ら
も
っ
と
活
動
を
拡
大
で

き
る
の
か
等
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い

ま
し
た
。
共
通
の
悩
み
と
し
て
は
、

今
後
を
担
う
若
い
世
代
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
ど
う
す
る
か
、
平

日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
き
る
人

員
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
20
周
年
を
迎
え
る
全
国
協
議

会
の
現
状
報
告
が
行
わ
れ
、
加
盟
団

体
か
ら
見
た
全
国
協
議
会
と
い
う
視

点
で
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
て
様
々
な

　

漁
港
の
街
塩
釜
と
い
っ
て
も
、
会

場
は
安
全
な
場
所
に
あ
っ
た
の
で
す

が
、「
参
加
者
の
家
族
に
心
配
を
か

け
な
い
」「
帰
路
の
安
全
を
確
保
す

る
」
た
め
の
配
慮
で
、
そ
の
決
断
に

迷
う
余
地
は
な
か
っ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。
優
先
す
べ
き
も
の
が
明
確

で
、
そ
の
た
め
の
判
断
に
は
ブ
レ
が

な
い
と
い
う
姿
勢
は
、
見
習
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
残
念
な
こ
と

　

久
し
ぶ
り
の
コ
ー
ナ
ー
復
活
で
す

が
、
今
回
は
会
長
自
ら
、
走
っ
て
、

書
き
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
甲
山
中
学
校
（
愛
知

県
岡
崎
市
）
で
の
寄
付
贈
呈
式
に

出
席
し
ま
し
た
。
甲
山
中
学
校
で

は
、
平
成
３
年
か
ら
全
校
を
あ
げ
て

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
利
益
を
児
童
養
護
施
設
の

米
山
寮
に
贈
る
と
と
も
に
、
骨
髄
バ

ン
ク
の
支
援
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば

と
、
全
国
協
議
会
に
も
ご
寄
付
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

米
山
寮
に
は
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て

届
け
、
餅
つ
き
を
楽
し
ん
で
子
供
た

ち
と
一
日
遊
ぶ
と
の
こ
と
。
そ
こ
で

得
ら
れ
る
苦
労
や
感
動
が
、
米
山
寮

に
住
む
子
供
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、

中
学
生
の
心
を
も
大
き
く
育
て
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
骨
髄
バ

ン
ク
支
援
活
動
に
寄
付
を
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
は
、
命
の
重
み
や
大
切
さ

を
感
じ
、
い
ま
生
き
て
い
る
こ
と
の

シ
ア
ワ
セ
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
不
況
下
で
、
回

収
ア
ル
ミ
缶
の
換
金
レ
ー
ト
が
大
幅

に
下
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
こ

で
、
生
徒
さ
ん
ら
は
各
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
る
こ
と
も
学
び
、
そ
れ

が
社
会
勉
強
に
も
な
っ
た
と
伺
い
ま

し
た
。

　

生
徒
さ
ん
の
努
力
で
集
ま
っ
た
ア

ル
ミ
缶
は
総
数
１
２
６
６
０
８
個
。

全
国
協
議
会
に
は
10
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
で
す
。

甲
山
中
学
校
の
教
育
の
素
晴
ら
し
さ

は
必
ず
や
中
学
生
の
心
の
教
育
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
確
信
い
た
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
21
日　

全
国
協
議
会
事
務
局

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
2
0
1
0
年
度
総
会
関
係

●
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

●
2
0
1
1
年
度
全
国
大
会
開
催
場

所
に
つ
い
て

●
造
血
細
胞
移
植
医
療
促
進
法
（
仮

称
）
制
定
に
向
け
た
海
外
派
遣
に

つ
い
て

●
保
険
適
応
拡
大
の
要
望
書
提
出
に

つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て

●
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
報
告

●
2
0
1
0
バ
イ
シ
ク
ル
ラ
イ
ド
in

東
京
に
つ
い
て

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
状

況
●
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」

受
付
・
給
付
状
況

●
ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
受
付

状
況

〈
今
後
の
予
定
〉

４
月
17
日　

第
93
回
理
事
会　

４
月
18
日　

2
0
1
0
バ
イ
シ
ク
ル

ラ
イ
ド

６
月
５
日　

設
立
20
周
年
記
念
大
会

６
月
６
日　

20
周
年
事
業　

医
療
講

演
会

　

第92回 

理
事
会
報
告


